
社は「世の中に存在しないもの、喜Μでもら͑るも
のをつくる」を合ݴ葉に技術開発に力を入れている。ओ
力製品は、ত和 50年から製造しているトレッドミル（ラ
ンニングマシン）と、平成 8年に製造販売を開࢝した
自動ωジ供給機である。自動ωジ供給機はɼ世քでॳめ
てレール交方式（特ڐ取ಘ）を採用し、国内シェアは
�0ˋをめ、ୈ 1Ґであり世ք 30カ国Ҏ上に販売して
いる。
トレッドミルも 40年Ҏ上の開発と製造経験を有し、そ
の高い技術力は、国内།一のઐ門開発メーカーとのධ価
を受け、ҩ療用、アスリート用、ڀݚ用など多࠼な製造
実をͬ࣋ている。社のトレッドミルはオーダーメイ
ドにより製造し、大学やڀݚ機関、ҩ療施設などからの
ґཔを受け、特注品として販売する΄か、大手ҩ療機ث
メーカー̎社にもＯ̚Ｍ (૬手ઌブランドによる製品 )供
給している。
最ۙ社では、চからトレッドミル行໘までの高さ
が 3�5DNの低চタイプを開発し、行໘がচに最もۙい
トレッドミルとして特ڐを取ಘした。
ۙ年はリハビリテーション（ҎԼ「リハビリ」）用్の
トレッドミルの引き合いが増͑てきているなか、「より安
全で使いやすい໔ՙ装置のついたトレッドミル」につい
て、ҩ療機ثメーカーからい合Θせを受けていた。
໔ՙ装置とは、トレッドミルをར用したา行リハビリ
ݮ者の体をり上げるなどして体的ෛ୲のܰױ、に࣌
と安全を確保する機能を有する装置である。そこで、本
補助事業を活用してトレッドミル同期型リハビリ用໔ՙ
装置の開発に取り組Ήこととした。
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成果
従来は人手を多く要していた歩
行困難者のリハビリを、人手を
少なくして負担を軽減。リハビ
リの回数を増加させ、歩行能力
改善に要する日数の短縮に貢献。

経緯
近年ニーズが高まっている医療、
リハビリを目的とした、より安全
で使いやすい新機構のトレッドミ
ル同期型リハビリ用免荷装置の開
発に取り組むこととした。

実施内容
トレッドミル同期型リハビリ用免荷装置を
試作、開発した。安全性と操作性を向上さ
せる機構を搭載。さらに複合切削加工機を
導入し、リハビリ用途の細かい要望に合わ
せて、タッチパネルカバーと非常停止ボタ
ンカバーの社内加工が可能となった。
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社が໔ՙ装置の開発に取り組Ήのは、ॳめてである。
既存の໔ՙ装置は、使用するױ者の安全໘に重点を置
いた機構となͬているが、ױ者が行໘をา行する際の
安定した࢟の保࣋がෆ充分で、า行がࠔなױ者のリ
ハビリにはదしてないものや、一人のױ者に人の理学
療法士や作業療法士の力ఴ͑や補助を必要とするものが
΄とΜどである。また、空ؾѹをར用し体をුき上がらせ、
にかかるՙ重をݮらす໔ՙ装置も存在するが、Լ
をトレッドミルごと厚めので෴うため、装着が໘な
どの՝がある。
社は、これまでにない着により前ड़の点を解
ܾする໔ՙ装置の試作、開発に取り組Μだ。トレッドミ
ルの行໘へのり߱りや࢟の安定を保つことがし
いױ者のリハビリが容қに行͑る機構とした。
۩体的な機構はҎԼの通りである。
最も大きな特は、この装置をར用するױ者の上
とԼそれぞれで体重の調整を行い、体的ෛ୲のܰ
がՄ能な点である。上の໔ՙ方法は、体を支͑るݮ
ハーωスを装着し体をりԼげる機構とし、Լの໔
ՙは上Լ、ࠨӈ、前後にҠ動するサドルを取り付けるこ
とによりՄ能となͬた。ױ者は上部りԼげ式໔ՙ装置
を装着した後、Լからの໔ՙを行うためトレッドミルに
ることになるが、り߱りの際、サドル部がױ者のい
るଆの端までҠ動し、ױ者がこれに͗ލ、サドルにͬ࠲
たঢ়ଶで機体中央まで運ばれる組みである。サドルの
高さやҐ置は、ױ者に応͡て調整できるようになͬてい
る。また、手すりはै来のݻ定式ではなく、Մ動式にし
てױ者の長や体の෯に応͡て前後ࠨӈを電動で調整で

きるようにした。
この໔ՙ装置に組み合Θせるトレッドミルは、行ϕ
ルトがࠨӈ分しており、ࠨϕルトとӈϕルトを同期さ
せて動かすこと、ࠨϕルトとӈϕルトをҧう速度にする
こと、それぞれを前後させる動作もՄ能なことからサド
ルにͬ࠲たঢ়ଶで、ױ者のา行に合Θせ、ܰい「すりあ
し」程度のリハビリもՄ能である。トレッドミルの行
໘にあるϕルトのࠨӈが分ಠ立しているトレッドミル
は、海外製品にもあるが行໘がচから 3�5DNの低চ設
計トレッドミルは、ଞ社では実現されていないものであ
り、これは社の特ڐ技術である。চとの高低ࠩが少な
いため安全性に༏れ、車いすでもり߱りしやすい特
がある。これまではচとトレッドミル行໘とのॎ෯が
広かͬたため、行໘にることができなかͬたױ者や、
車いすར用者などのリハビリにも活用できる。
リハビリ用໔ՙ装置のૢ作や設定を行うコントロール
パωルはタッチパωル方式で、サドルや手すりのҐ置を
、者ごとに発行される҉証൪߸の入力によりױ、Աしه
̎ճ目Ҏ߱は自動でこれらのҐ置を࠶生する機能を載
している。また、ยຑᙺױ者にも対応できるよう、タッ
チパωルカバーはトレッドミルのࠨӈҙのҐ置に取り
付け、あるいは上設置型とした΄か、非常ఀ止ボタン
カバーもҙのҐ置に取り付けՄ能とした。
タッチパωルカバーと非常ఀ止ボタンカバーは、安全
性への配ྀから、その材料の֯にؙみを࣋たせる加工が
必要である。社には加工機がなかͬたためこの加工を
外注していたが、本補助事業で複合削加工機を導入し
たことにより社内で迅速な加工がՄ能となり、またࡉか
な様にも応͡られることとなり、短納期化とコスト削
。が実現したݮ

トレッドミル同期型リハビリ用໔ՙ装置の開発により、
ै来は人の手を要していたา行ࠔ者のリハビリが、
人的ෛ୲を少なくして行͑るようになͬた。また、この
装置を実用化することにより、リハビリճを増加させ、
า行能力改善に要する日の短縮についてもݙߩできる
ものと考͑ている。
現在、リハビリの現場では、理学療法士や作業療法士
が行う作業の省力化を目的としたロボット化が進行して
いる。本製品は、า行補助ロボットを使用した際の使い
উ手も考͑て、使い్に応͡て必要な機能だけをબび、
お٬様の注จに応͑ることができるものとした。

開発した試作機をҩ療機ثメーカーやリハビリઐ門家
に公開し、その方々のҙݟを参考にして改ྑを加͑、市
場実機テスト、ධ価を経て試作のྃとする。そして、
デβインを和性の高いものに変͑て、市場に入した
いと考͑ている。既にトレッドミルを納入したお٬様に
は、໔ՙ装置を後付けのオプションとしてߪ入していた
だけるよう営業する予定である。
自社ブランドを確立し、世քへ販路を拡大している自
動ωジ供給機にଓき、トレッドミル同期型リハビリ用໔
ՙ装置を社のオリジナルブランド製品として世にૹり
出したい。

トレッドミル同期型リハビリ用免荷装置の試作機。

上部からの吊り下げ機構型免荷装置、下部からのサドル
型免荷装置により、安定した状態で体重の減免が行える。

タッチパネルカバーと非常停止ボタンカバーは、本事業で導入した複合切
削加工機により、社内での製作が可能となった。

自ら技術者として、開発部門を牽引する
代表取締役の太田義武さん。

営業部部長の宮澤信二さん。 工場長の浦川幸次さん。 設計部課長の佐藤宣弘さん。 設計部の橘俊祐さん。
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